








要約:神奈川県では昭和 57 年から腎不全対策協議会を設立して行政面からも腎疾患に対応

している。その中で昭和 61年 4 月からは幼児から老人に至る一環した施策,管理を意図し

て腎疾患の管理システムモデル事業を実施している。幼児検尿としては保健所における 3

才児の健康審査の際に検尿をとりいれ,さらに既存の学校検尿システムとの連繋をするた

め特定の地域においては幼稚園,保育園での検尿も同時に実施している。幼児検尿の方法と

その問題点について述べる。 


